
 

 

 

平 成 ２８年 １２月 ２１日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 西部県民センター 氏名 吉田 祐基 

派 遣 先  

団 体 名  
ＮＰＯ法人 わきあいあい 

①  研修の日時 

 平 成 ２８年 ９月 ２６日 （月 ）～平 成 ２８年 ９月 ３０日 （金 ）   

 

研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

１日目（9/26） 

（１）わきあいあいの組織説明・ミーティング 

扇原茶園の佐々木社長、わきあいあいの天野理事長からＮＰＯ活動の内容を聞き、研修内容

についてミーティングを行いました。 

（２）ＰＲチラシづくり （完成品は別添資料１参照） 

 わきあいあいの活動を紹介するＰＲチラシを作るため、コンセプトシートを作りました。 

（３）シェアハウスＤＩＹ（看板づくり・土間のシート敷き） 

 ふるさと島根定住財団の地域づくり応援助成金を活用して整備したシェアハウス「一歩」には、

今年度９月から弥栄共同農場へ技能実習生として来日したタイ人女性２名が住んでいる。 

 まずシェアハウスの向かって左側の窓に「ＮＰＯ法人わきあいあい」の看板、向かって右側に「シ

ェアハウス一歩」という看板を作成し、貼付を行いました。 

 その後、シェアハウスの土間ダイニングに敷く用の人工芝をホームセンターに買いに行き、敷き

つめ作業を行いました。（土間は湿気がたまりやすく、通気性のあるシートでないとカビが生える） 

２日目（9/27） 

（１）ＰＲチラシづくり 

車で美川地区を周り、チラシ掲載用の写真を撮って回りました。 

撮影した写真を使い、１日目のコンセプトシートをもとに引き続きチラシづくりを行いました。 

（２）アクションプランづくり （完成品は別添資料２参照） 

わきあいあいのスタッフにヒアリングを行い、今後の活動の展開を「見える化」するため、資料作

成を行いました。 

（３）コンクリート敷事前準備 

交流施設の敷地内に建設予定の新たな交流スペースの土台づくりのために、コンクリートを敷
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きの準備として、基礎部分に金網設置を行いました。 

３日目（9/28） 

（１）ＰＲチラシづくり 

チラシづくりを引き続き行いました。 

（２）アクションプランづくり 

アクションプランづくりを引き続き行いました。 

（３）Ｆａｃｅｂｏｏｋページの宣伝力向上 

わきあいあいのFacebookページの「いいね！」数が少なく、

宣伝力が低かったため、自分の個人アカウントを活用し、ペ

ージの登録者数を増やしました。（１７件→１０１件） 

４日目（9/29） 

（１）ＰＲチラシづくり 

 わきあいあいのスタッフと校正・修正作業を行い、完成させました。 

（２）アクションプランづくり 

 わきあいあいのスタッフと校正・修正作業を行い、完成させました。 

（３）募金箱用ＰＲカードづくり （完成品は別添資料３参照） 

 活動資金の足しにするために、わきあいあいの事業実施時

に設置する募金箱に掲載するカードを作成しました。 

（４）払込取扱票印刷データづくり 

 寄附金振込用紙作成用に、振込先等を用紙に印刷するデ

ータを作成しました。 

５日目（9/30） 

（１）交流会買い出し 

 当日に開催する交流会の食材等の買い出しに行きました。 

（２）シェアハウスＤＩＹ（コンクリート敷き） 

 シェアハウスの玄関部分の土間が水平でなく、老朽化により穴も

開いてしまっていたため、新たにコンクリートを敷き、土間の水平化

を行いました。 

（３）交流会 

 わきあいあい関係者で親睦を図るため、イノシシ肉とシカ肉を使い

ジビエバーベキューを行いました。 

 

撮 影 した美 川 地 区 の写 真  

Ｆａｃｅｂｏｏｋページ「Npo 法 人 わきあいあい」 

ミーティングの様 子  

ＤＩＹの様 子  

交 流 会 の様 子  



 

 

②  研 修 の 感 想  

（研 修 の 全 般 的 な感 想 、各 団 体 での 活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後

に おける意 識 の 変 化 ）等 に ついて記 入 してくだ さい。）  

今 ま で 浜 田 市 の 地 域 づ く り に 触 れ る 機 会 が あ り ま せ ん で し た が 、 今 回 の 研 修 を 通 し て

地 域 の 熱 い プ レ ー ヤ ー の 方 々 と 知 り 合 い 、 一 緒 に 活 動 で き 、 地 域 振 興 の 現 場 が ど ん な

思 いで実 践 されているの かを体 感 することができま した。 

個 別 の 研 修 内 容 に つ いては 、資 料 作 りとシ ェアハウ スの Ｄ ＩＹが 中 心 でしたが 、 資 料 作

り は 今 ま で の 仕 事 で 培 っ た ノ ウ ハ ウ を 活 か し 、 力 に な れ た の で は な い か と 思 い ま す 。 ま た 、

Ｄ Ｉ Ｙ は 初 め て の 体 験 で し た が 、 目 に 見 え る 形 で 取 り 組 ん だ 成 果 を 実 感 す る こ と が で き る

の で、大 変 やりが いがありま した。 

島 根 県 の 施 策 で も 人 口 減 少 対 策 や 中 山 間 地 域 振 興 等 を 行 っ て い ま す が 、 今 回 の

研 修 の よ う な ミ ク ロ な 取 り 組 み の 積 み 重 ね が 非 常 に 重 要 だ と 感 じ ま し た 。 行 政 で は ミ ク ロ

な と こ ろ ま で 手 が 回 ら な い の が 実 情 だ と 思 う の で 、 こ う い っ た Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 と の 協 働 こ そ 、 政

策 を実 現 する手 段 とし て有 効 だ と感 じま した。 

研 修 後 も 個 人 的 に わ き あ い あ い さ ん に は お 邪 魔 さ せ て い た だ い て お り 、 今 後 も ご 縁 を

継 続 させ、県 職 員 と し ての 現 場 センスを磨 いていきたいと思 いま す。 

③ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 わきあいあいさんの研修では、「自分が求めるもの」を手に入れるためのプログラムを先方が考え

てくれます。「自分の求めるもの」が明確であればあるほど研修の効果が高いので、研修に行く前

にしっかりと自分の希望が伝えられるように準備をしていくことをおすすめします。 

 

 


